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縦郭気管孔は胸腔内気管で作成される永久気管孔のことである。 

本術式は縦郭感染や、気管壊死、大血管の破裂など致死的な術後合併症の頻度が

高い術式とされ、進行喉頭癌や頸胸境界部の気管浸潤を認める進行食道癌、食道

癌術後の再発、放射線化学療法後の遺残病変に対して一部の施設で行われてき

た。 

当院でも食道癌術後の再発や放射線化学療法施行後の遺残食道癌、頸部への食

道癌穿孔等のこれまでは外科的・内科的に治療がこれ以上できない状態の症例

に対して、今回縦郭気管孔形成手術を選択することにより全例自宅退院が可能

であった症例を４例経験したので報告した。 

  



 

 

  

 

 

                  

         

       

                 

         


